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台
湾
に
お
け
る
日
本
観
の
交
錯

―

族
群
と
歴
史
の
複
雑
性
の
視
角
か
ら

黄
智
慧
（
鈴
木
洋
平
・
森
田
健
嗣
訳
）

は
じ
め
に

「
日
本
観
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
日
本
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
い
く
つ
か
の
国
家
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、
韓
国
、
中
国
な
ど
の
学

術
界
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
歴
史
研
究
者
は
主
と
し
て
文
献
資
料
に
基
づ
き
、
中
国
の
エ
リ
ー
ト
層
の
日
本
観
や
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
に
よ
り
生
じ
た
日
本
観
の
変
遷
を
描
こ
う
と
試
み
て
き
た
（
鈴
木
、
一
九
四
八
／
石
、
一
九
九
二
／
石
原
、
一
九
九
八
／
山
口
、

一
九
六
九
／
山
口
、
一
九
七
〇
／
小
島
等
編
、
一
九
七
四（
１
））。
ま
た
社
会
科
学
分
野
に
お
い
て
は
、
新
聞
雑
誌
等
の
出
版
物
や
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
な
ど
を
中
心
的
な
分
析
素
材
と
し
て
、
韓
国
や
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
人
々
の
日
本
観
に
迫
ろ
う
と
試
み
て
き
た
（
鄭

大
均
、
一
九
九
八
／
鈴
木
訳
、
一
九
八
六（
２
））。
各
国
に
お
け
る
日
本
観
研
究
を
総
括
す
れ
ば
、
そ
の
多
く
が
社
会
階
層
、
世
代
、
政
党
派

閥
、
そ
し
て
異
な
る
時
期
の
歴
史
状
況
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
様
々
な
違
い
を
映
し
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
国
間
で
の
相
互
の
歴
史
経

験
が
、
日
本
観
の
形
成
に
影
響
を
与
え
て
い
る
点
も
認
め
ら
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本
観
は
日
米
関
係
史
を
、

韓
国
の
日
本
観
は
日
韓
関
係
史
を
、
中
国
の
日
本
観
は
日
中
関
係
史
を
、
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
た
産
物
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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構
築
な
ど
の
現
象
が
登
場
し
、
近
年
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
に
お
け
る
議
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
（LO

O
M

BA

、
一
九
九
八
）。

だ
が
、
戦
後
六
十
年
余
り
が
経
過
し
た
今
日
か
ら
み
て
、
台
湾
と
い
う
土
地
に
起
こ
っ
た
歴
史
的
過
程
は
、
こ
う
し
た
事
例
と
は
明

ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
確
か
に
、
台
湾
で
は
日
本
の
敗
戦
後
、
急
激
に
「
脱
日
本
化
」
過
程
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
後
述
す

る
よ
う
に
、
そ
れ
は
日
本
植
民
期
の
終
結
後
に
な
り
台
湾
に
到
来
し
た
中
華
民
国
政
府
及
び
そ
れ
に
付
随
し
て
来
た
人
民
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
被
植
民
者
自
身
の
主
導
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
通
常
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
と
大
き
く
異
な
る
た

め
、
従
来
の
議
論
の
延
長
線
上
に
お
く
こ
と
が
難
し
い
。

実
質
的
に
台
湾
の
被
植
民
者
が
、
自
身
の
日
本
植
民
地
期
の
経
験
を
主
体
的
に
論
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
〇
年

代
末
の
戒
厳
令
解
除
か
ら
だ
っ
た
。
台
湾
の
学
術
界
で
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
も
、
こ
の
時
期
以
降
次
々
と
現
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
し
か
し
、
戒
厳
令
解
除
後
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
対
象
と
し
て
想
定
さ
れ
た
の
は
、
旧
植
民
主
で
あ
っ
た
は
ず
の
日

本
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
対
象
は
主
と
し
て
文
学
作
品
で
あ
る
上
に
、
多
く
は
台
湾
に
お
け
る
中
華
民
国
体
制
か
ら
の
脱
却
、
自
己
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
に
対
す
る
圧
迫
に
つ
い
て
議
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
（
陳
、
二
〇
〇
二
／
邱
、
二
〇
〇
三
／
盧
、
二
〇
〇
三
）。
つ

ま
り
中
華
民
国
が
も
た
ら
し
た
歴
史
認
識
の
修
正
及
び
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回
復
作
業
こ
そ
が
、
八
〇
年
代
以
降
台
湾
で
起
き
た
ポ

ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
の
主
な
内
容
と
な
っ
た
。

（
二
）
日
本
研
究
へ
の
抑
圧

国
立
大
学
に
日
本
研
究
を
行
う
組
織
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
一
九
八
七
年
に
戒
厳
令
が
解
除
さ
れ
た
後
の
一
九
八
九
年
で
あ
っ
た
。

日
本
語
以
外
の
外
国
語
学
科
に
つ
い
て
は
、
一
九
四
七
年
に
設
置
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
実
に
四
十
二
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な

る
。
制
限
が
撤
廃
さ
れ
た
後
、
矢
継
ぎ
早
に
多
数
の
公
私
立
の
大
学
や
技
術
専
門
学
校
に
日
本
語
学
科
が
設
け
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
台
湾
社
会
に
お
け
る
日
本
語
需
要
が
増
え
て
い
る
一
方
で
、
数
十
年
に
わ
た
る
政
府
か
ら
の
抑
圧
に
よ
り
、
日
本
語

こ
う
し
た
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
近
代
日
本
初
の
海
外
植
民
地
と
し
て
半
世
紀
に
わ
た
る
統
治
を
受
け
た
台
湾
に
お
い
て
、
日
本
観
を

日
台
関
係
史
の
文
脈
か
ら
検
討
す
る
こ
と
も
、
さ
し
て
不
自
然
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
目
下
の
と
こ
ろ
、
台
湾
の
日
本
観

に
関
す
る
学
術
著
作
は
管
見
の
限
り
で
は
一
つ
も
世
に
出
さ
れ
て
い
な
い
。
一
体
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
観
と
は
ど
の
よ
う
な
様
相
を

示
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ど
の
よ
う
な
対
象
に
、
ど
の
よ
う
な
材
料
を
用
い
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
研
究
を
行
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
台
湾
の
学
術
界
に
お
い
て
極
め
て
挑
戦
的
な
課
題
で
あ
る
。
筆
者
は
前
か
ら
こ
う
し
た
問
題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
幾
度

も
の
試
行
錯
誤
を
経
る
中
で
、
こ
の
問
題
の
複
雑
性
を
強
く
実
感
し
て
き
た（
３
）。

台
湾
と
い
う
地
域
の
持
つ
特
殊
な
背
景
は
、
こ
れ
ま
で

関
係
分
野
で
示
さ
れ
て
来
た
理
論
を
超
え
る
部
分
を
含
ん
で
い
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
台
湾
を
取
り
巻
く
全
体
的
な
思
考
の
枠
組
み
に

お
い
て
、
こ
の
一
連
の
問
題
を
整
理
し
つ
つ
答
え
を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究
の
苦
境

（
一
）
外
部
者
に
よ
る
「
脱
日
本
化
」

こ
れ
ま
で
台
湾
の
学
術
界
に
お
い
て
日
本
観
に
つ
い
て
の
研
究
が
欠
落
し
て
き
た
、
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
が
、
台
湾
に
お
け
る
日

本
観
の
背
景
を
端
的
に
示
し
て
い
る
結
果
で
も
あ
り
、
ま
ず
は
検
討
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

日
本
に
よ
る
台
湾
統
治
支
配
が
一
九
四
五
年
に
終
わ
り
、
台
湾
は
実
質
的
に
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
期
に
入
っ
た
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
の

議
論
で
は
、
植
民
地
支
配
に
よ
る
政
治
体
制
か
ら
の
脱
却
後
に
続
く
段
階
と
し
て
、
被
植
民
者
が
植
民
地
時
代
に
抑
圧
さ
れ
た
主
体
性
を

回
復
さ
せ
る
過
程
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
植
民
地
期
の
資
料
整
理
を
踏
ま
え
て
、
被
植
民
者
の
観
点
か
ら
歴
史
的
発
言
権
を
取
り
戻

し
、
植
民
を
受
け
た
傷
跡
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
欧
米
列
強
か
ら
独
立
し
た
植
民
地
の
多
く
が
こ
う
し
た
歴
史

的
過
程
を
経
験
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
は
、
被
植
民
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
、
植
民
地
下
に
お
け
る
歴
史
・
文
化
の
再
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た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
前
述
の
日
本
研
究
へ
の
抑
圧
と
同
様
に
、
他
の
旧
日
本
植
民
地
で
は
、
ま
し
て
や
他
の
国
・
地
域

で
も
見
ら
れ
な
い
現
象
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

（
三
）
台
湾
史
研
究
の
抑
圧
と
偏
り

一
九
四
五
年
の
終
戦
後
、
台
湾
の
人
々
は
植
民
地
状
態
か
ら
解
放
さ
れ
、
接
収
に
や
っ
て
き
た
中
華
民
国
政
府
に
対
し
て
、
僅
か
な

時
間
だ
が
、
強
い
期
待
感
を
寄
せ
て
い
た
。
接
収
人
員
は
台
湾
の
歴
史
の
立
て
直
し
を
や
ら
せ
て
く
れ
る
は
ず
、
と
考
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
だ
が
こ
の
幻
想
は
す
ぐ
に
崩
壊
し
た
。
国
民
党
政
権
に
よ
る
長
期
の
支
配
と
戒
厳
令
下
に
あ
っ
て
は
、
当
局
の
要
求
に
合
致
し

な
い
点
、
例
え
ば
、
国
共
内
戦
時
期
の
現
代
史
や
中
華
人
民
共
和
国
の
発
展
に
つ
い
て
も
、
日
本
統
治
時
期
や
戦
後
初
期
の
台
湾
現
代

史
と
同
じ
く
、
自
由
に
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
僅
か
な
台
湾
史
著
作
も
、
中
国
か
ら
来
台
し
た
歴
史
学
者
に
よ
り
描

か
れ
た（
５
）も

の
で
あ
る
。
五
十
年
に
わ
た
る
日
本
統
治
を
身
を
も
っ
て
体
験
し
た
は
ず
の
、
被
植
民
者
自
身
に
よ
る
台
湾
史
研
究
は
全
く

の
空
白
だ
っ
た
。
歴
史
学
研
究
や
歴
史
教
育
の
場
で
も
極
端
に
中
国
史
に
偏
っ
た
状
況
が
、
少
な
く
と
も
戦
後
四
十
年
は
続
く
こ
と
と

な
っ
た
。
台
湾
史
に
関
す
る
修
士
論
文
は
一
九
六
六
年
、
博
士
論
文
は
一
九
八
二
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
現
わ
れ
た
。
こ
の
間
の
台
湾

史
に
関
す
る
修
士
博
士
論
文
は
あ
っ
て
も
、
日
本
統
治
時
代
の
研
究
の
場
合
、
テ
ー
マ
は
抗
日
運
動
の
研
究
に
限
ら
れ
て
い
た
（
劉
、

二
〇
〇
三
／
彭
、
二
〇
〇
二
）。

二
、
台
湾
に
お
け
る
族
群
構
造
の
変
化

（
一
）
先
住
者
、
開
拓
者
と
植
民
者

台
湾
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
、
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
の
が
族
群
へ
の
理
解
で
あ
る（
６
）。

台
湾
は
異
な
る
時
期
に
、
異
な

へ
の
理
解
お
よ
び
日
本
研
究
の
人
材
に
は
、
明
ら
か
な
世
代
的
断
絶
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
蔡
、
二
〇
〇

三
、
二―
一
六
）。
こ
う
し
た
研
究
基
盤
が
長
期
に
わ
た
り
整
備
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
日
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
観
現
象
の

研
究
を
よ
り
一
層
困
難
な
も
の
に
し
て
い
る
。

一
方
で
、
日
本
植
民
期
の
台
湾
で
は
日
本
語
（
国
語
）
教
育
が
統
治
政
策
の
重
点
と
さ
れ
て
い
た
。
統
治
末
期
に
な
っ
て
も
、
被
植

民
者
に
お
け
る
「
国
語
常
用
家
庭
」
の
割
合
は
わ
ず
か
に
総
人
口
の
一
％
強
に
留
ま
り
、
家
庭
内
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
族
群
の
母
語
を
用

い
る
状
況
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
児
童
の
就
学
率
は
七
〇
％
ま
で
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
中
高
等
以
上
の
教
育
課
程
も
整
備
さ
れ

て
お
り
、
日
本
内
地
の
大
学
へ
進
学
す
る
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
当
時
の
水
準
か
ら
見
て
、
台
湾
は
世
界
で
最
も
日
本
研
究
が
発
展

す
る
潜
在
的
可
能
性
の
あ
っ
た
地
域
の
一
つ
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
中
華
民
国
政
府
が
台
湾
を
接
収
し
た
一
年
後
、
新
聞
、
雑
誌
お
よ
び
出
版
、
流
通
な
ど
で
の
日
本
語
使
用
が
全
面
的
に
禁

止
し
た
。
台
湾
に
育
ち
、
日
本
語
で
高
等
教
育
を
受
け
た
知
識
人
た
ち
は
一
斉
に
抗
議
し
た
も
の
の
効
果
は
な
か
っ
た
（
黄
、
一
九
九

九
、
一
七
二―

一
九
八
）。
時
を
経
ず
し
て
起
こ
っ
た
二
二
八
事
件
（
一
九
四
七
年
）
で
は
、
多
く
の
知
識
人
が
捕
え
ら
れ
殺
さ
れ
た
が
、

彼
ら
は
み
な
日
本
の
植
民
地
体
制
下
で
高
等
教
育
を
受
け
た
人
々
で
あ
っ
た（
４
）。
こ
れ
以
後
、
日
本
語
の
使
用
を
続
け
る
べ
き
か
否
か
、

と
い
っ
た
議
論
が
消
え
て
し
ま
い
、
知
識
人
の
多
く
は
一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
に
至
る
ま
で
沈
黙
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
時
期
に
台
湾
社
会
で
出
版
さ
れ
た
日
本
あ
る
い
は
日
本
文
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
書
物
は
、
一
様
に
戦
後
大
陸
よ
り
来
台
し
た
作
者
に

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
ど
れ
も
中
国
大
陸
に
お
け
る
対
日
抗
戦
の
歴
史
経
験
を
背
景
と
し
て
い
る
た
め
、
戦
勝
者
の
立

場
か
ら
の
日
本
非
難
、
そ
し
て
抗
日
戦
争
で
の
苦
難
の
日
々
や
日
本
へ
の
憎
し
み
な
ど
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
敵
対
関
係
の
延
長
線

上
に
あ
る
日
本
観
と
な
っ
て
い
る
（
黄
、
二
〇
〇
六
ｂ
、
一
五
六―

一
五
八
）。

こ
う
し
た
論
調
が
、
台
湾
の
出
版
言
論
市
場
を
四
十
年
に
わ
た
っ
て
独
占
し
て
き
た
。
筆
者
は
か
つ
て
こ
の
現
象
を
「
代
行
」
と
呼

ん
だ
。
す
な
わ
ち
、
あ
る
外
来
の
族
群
自
身
の
日
本
経
験
・
日
本
観
が
、
実
際
に
台
湾
の
元
被
植
民
者
に
よ
る
日
本
論
を
代
替
し
て
き
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第
二
世
、
第
三
世
へ
と
人
口
が
増
え
る
に
従
い
、
統
治
末
期
に
は
三
十
数
万
人
と
全
台
湾
人
口
の
六
％
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は

和
佬
人
の
七
五
％
、
客
家
人
の
一
三
％
に
次
ぐ
数
字
で
、
そ
の
他
の
各
南
島
語
族
を
合
わ
せ
た
三
％
を
越
え
る
数
で
あ
っ
た
（
台
湾
総

督
官
房
臨
時
戸
口
調
査
部
編
、
一
九
九
二
／
朝
日
新
聞
社
編
、
一
九
四
四（
９
））。
一
九
四
五
年
の
日
本
敗
戦
時
に
は
、
台
湾
を
彼
ら
の
「
故
郷
」

と
意
識
す
る
、
台
湾
で
生
ま
れ
育
っ
た
二
世
、
三
世
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
て
い
た
（
宮
本
、
二
〇
〇
四
／
顔
、
二
〇
〇
八
）。
し
か
し

内
地
人
は
全
員
引
き
揚
げ
さ
せ
る
と
い
う
方
針
の
も
と
、
台
湾
で
数
代
に
渡
り
蓄
積
し
て
き
た
所
有
財
産
は
全
て
放
棄
さ
せ
ら
れ
、
中

華
民
国
政
府
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
た
。
一
九
四
六
年
春
に
は
引
き
揚
げ
が
始
ま
り
、
一
九
四
九
年
に
完
了
し
、
台
湾
の
一
族
群
と
し
て

の
内
地
人
は
こ
の
島
の
人
間
と
土
地
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）
急
激
な
人
口
変
動
と
「
中
華
文
化
」
の
覇
権
性

そ
し
て
三
度
目
の
、
最
も
急
激
な
人
口
変
動
が
発
生
し
た
。
中
国
大
陸
で
の
国
共
内
戦
の
末
、
一
九
四
九
年
前
後
の
短
い
期
間
に

一
一
〇
万
人
余
り
の
軍
民
が
中
国
大
陸
か
ら
台
湾
に
流
れ
込
み
、
今
日
ま
で
居
住
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
李
、
一
九
七
〇
）。
こ
れ
ら
の

人
々
は
中
国
大
陸
各
地
か
ら
台
湾
へ
到
来
し
た
の
で
あ
り
、
各
々
が
異
な
る
方
言
や
習
俗
、
文
化
を
持
っ
て
い
た
。
台
湾
に
来
た
後
に

こ
の
一
群
の
人
々
は
「
外
省
人
」
と
称
さ
れ
る
新
た
な
一
つ
の
族
群
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
今
日
の
台
湾
に
暮
ら
す

人
々
は
、
以
前
か
ら
台
湾
に
居
住
し
て
い
る
複
数
の
族
群
に
、
戦
後
や
っ
て
き
た
中
華
民
国
の
軍
民
た
ち
が
加
わ
る
と
い
う
構
造
か
ら

成
っ
て
い
る
。
彼
ら
と
以
前
か
ら
台
湾
に
居
た
複
数
の
族
群
と
の
間
で
は
、
皮
膚
や
目
、
毛
髪
と
い
っ
た
外
見
上
の
明
確
な
差
異
こ
そ

見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
言
語
や
職
業
（
階
層
）、
居
住
空
間
、
宗
教
生
活
、
文
化
習
俗
（
音
楽
、
飲
食
、
冠
婚
葬
祭
等
）
の
上
で
際

立
っ
た
隔
た
り
が
あ
っ
た
。

特
に
近
代
以
降
の
歴
史
経
験
の
違
い
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
台
湾
に
お
け
る
学
校
教
育
は
、
外
省
人
と

い
う
一
族
群
の
考
え
を
中
心
に
策
定
さ
れ
た
方
針
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
ら
の
示
し
た
方
針
は
歴
史
、
地
理
、
公

る
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
複
数
の
族
群
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
異
な
っ
た
自
己
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ

て
き
た
。
以
下
、
歴
史
的
な
流
れ
に
沿
っ
て
、
族
群
構
成
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
変
化
を
見
て
い
く
。

台
湾
は
古
く
よ
り
言
語
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
南オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
ン

島
語
族
」
に
属
す
る
人
々
が
居
住
す
る
島
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
文
字
を
持
た
な

か
っ
た
た
め
、
台
湾
に
居
住
を
開
始
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
山
海
を
有
し
地
形
の
変
化
に
富
ん
だ
こ
の
島
に
、
多

く
の
異
な
る
文
化
を
持
つ
小
部
族
が
分
散
し
て
暮
ら
し
て
き
た
。

ま
た
、
こ
の
四
百
年
間
で
、
台
湾
の
族
群
構
成
は
三
回
の
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
。
一
度
目
は
十
七
〜
十
八
世
紀
の
こ
と
で
、

中
国
大
陸
東
南
部
の
福
建
、
広
東
よ
り
、
農
漁
業
を
行
う
大
量
の
開
拓
者
た
ち
が
移
住
し
た（
７
）。
彼
ら
開
拓
勢
力
は
、
西
部
お
よ
び
東
北

部
平
原
へ
と
次
第
に
勢
力
範
囲
を
広
げ
、
山
間
部
・
東
部
沿
海
地
域
に
暮
ら
す
南
島
語
族
の
人
々
と
の
間
に
抗
争
や
交
易
が
生
じ
た
。

開
墾
者
た
ち
に
は
男
性
が
多
く
、
多
く
の
人
々
が
平
地
に
住
む
南
島
語
族
の
女
性
た
ち
と
通
婚
を
重
ね
な
が
ら
、
故
郷
で
あ
る
福
建
・

広
東
地
域
の
文
化
を
基
に
し
、
現
地
の
文
化
と
解
け
合
っ
て
い
っ
た
。

こ
れ
ら
大
陸
東
南
部
か
ら
の
移
民
た
ち
は
出
身
地
や
使
用
言
語
、
習
俗
が
異
な
り
、「
和ホ
ー

佬ロ
ー

人
」
と
「
客ハ

ッ

カ

家
人
」
と
い
う
二
大
族
群

に
大
き
く
分
け
ら
れ
る（
８
）。
来
台
後
二
百
年
あ
ま
り
が
経
つ
中
で
、
和
佬
人
と
客
家
人
は
台
湾
に
根
付
き
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
文
化

を
発
展
さ
せ
て
き
た
。
彼
ら
に
は
土
地
の
権
益
な
ど
を
巡
る
互
い
の
抗
争
や
、
清
朝
の
統
治
に
対
す
る
反
抗
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
も

の
の
、
清
の
派
遣
す
る
官
兵
に
よ
る
統
治
を
お
お
む
ね
受
け
入
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
、
多
く
の
南
島
語
族
は
自
給
自
足
の
部
族
社
会

を
維
持
し
、
清
に
従
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。
清
国
は
台
湾
全
土
を
勢
力
範
囲
と
し
て
掌
握
で
き
ず
、
緊
張
・
敵
対
関
係
は
十
九
世
紀
末

ま
で
続
き
、
台
湾
の
族
群
関
係
の
基
層
を
形
作
る
こ
と
と
な
っ
た
。

二
度
目
の
族
群
構
造
の
変
化
は
、
日
清
戦
争
後
に
結
ば
れ
た
下
関
条
約
に
基
づ
き
、
台
湾
が
日
本
に
割
譲
さ
れ
、
新
領
土
台
湾
へ
の

移
民
の
波
が
始
ま
っ
た
こ
と
で
起
っ
た
。
日
本
各
地
よ
り
移
住
し
て
き
た
人
々
は
、
生
活
習
慣
や
方
言
等
の
地
域
差
は
見
ら
れ
た
も
の

の
、「
内
地
人
」
と
し
て
新
た
な
集
団
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
数
は
一
九
〇
五
年
の
統
計
で
約
五
万
人
で
あ
っ
た
が
、
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時
期
に
起
き
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
あ
る
三
つ
の
側
面
を
踏
ま
え
た
上
で
、
始
め
て
今
日
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
観
の

置
か
れ
て
い
る
、
特
殊
な
状
況
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
四
）「
戦
後
」
と
「
植
民
／
被
植
民
」
関
係
の
入
れ
子
構
造

台
湾
に
来
た
外
省
人
に
と
っ
て
、
八
年
に
わ
た
る
日
中
戦
争
（
一
九
三
七
〜
一
九
四
五
年
）
を
踏
ま
え
た
日
本
と
の
関
係
と
は
「
戦

後
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
外
省
人
は
日
本
に
よ
る
被
植
民
経
験
が
な
く
、
台
湾
に
お
け
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
現
象
の
枠
組
か
ら

外
れ
て
い
る
。
一
方
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
植
民
地
統
治
か
ら
脱
し
た
台
湾
を
地
元
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
、
彼
ら
と
日
本
と
の
関
係

と
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
戒
厳
令
下
に
お
け
る
抑
圧
に
よ
り
、
日
本
植
民
地
時
期

の
再
検
討
は
長
ら
く
進
め
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
、
い
ず
れ
も
通
常
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
研
究
の
枠
組
で
は
と
ら

え
き
れ
な
い
関
係
性
が
、
台
湾
社
会
内
部
で
半
世
紀
に
わ
た
り
あ
る
意
味
で
不
平
等
か
つ
相
容
れ
な
い
形
で
並
存
し
て
き
た
。
台
湾
は

日
本
の
旧
植
民
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
っ
た
た
め
、
台
湾
の
日
本
観
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
現
象
の
み
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
が
ち

で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
人
々
の
置
か
れ
た
立
場
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
従
来
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
議
論
研
究
の
み
で

は
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
観
と
い
う
現
象
の
全
体
像
を
理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
戒
厳
令
解
除
後
に
台
湾
の
人
々
か
ら
現
れ
た
反
応
と
は
、
中
華
民
国
政
府
に
対
す
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況

で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
中
華
民
国
の
統
治
を
植
民
統
治
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
感
じ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
統
治
期

に
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
に
と
っ
て
、
彼
ら
と
日
本
の
関
係
と
は
、
中
華
民
国
統
治
と
い
う
「
二
回
目
の
植
民
地
状
況
」
を
脱
し
た
後
の

ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
の
位
置
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
そ
の
後
の
「
中
華
民
族
」
の
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
教
育
の
下
で

育
っ
た
世
代
や
、
一
九
九
〇
年
代
の
戒
厳
令
解
除
以
後
に
育
っ
た
世
代
な
ど
、
異
な
る
世
代
間
に
お
け
る
日
本
観
の
差
異
や
変
化
は
か

な
り
大
き
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
複
雑
な
仕
組
み
が
全
体
像
の
把
握
を
よ
り
難
題
と
し
て
い
る
。

民
な
ど
の
学
校
教
育
や
社
会
教
育
を
通
じ
て
、
そ
の
他
の
族
群
の
子
弟
に
も
伝
え
ら
れ
た
。
族
群
集
団
の
起
源
に
大
き
な
差
の
あ
る
南

島
語
族
に
対
し
て
も
、
一
律
強
制
的
に
漢
人
式
の
姓
名
へ
の
変
更
が
要
求
さ
れ
、
中
国
人
で
あ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
植

え
つ
け
よ
う
と
し
た
。
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い
て
「
中
華
文
化
復
興
運
動
（
一
九
六
六
年
）」
の
推
進
や
、
総
統
を
会
長
と
す

る
全
国
組
織
の
「
中
華
文
化
復
興
委
員
会
（
一
九
六
七
年
）」
な
ど
を
通
じ
て
、
各
種
活
動
の
中
で
「
中
華
文
化
」
の
優
越
性
を
示
し
て

い
っ
た
（
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
編
、
一
九
八
一
／
林
、
二
〇
〇
五
）。
こ
う
し
た
「
中
華
民
族
」
に
よ
る
国
民
統
合
を
強
調
す

る
論
調
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
戒
厳
令
解
除
前
後
ま
で
続
い
た
。

（
三
）
戒
厳
令
解
除
と
族
群
復
権
の
動
き

一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
後
、
思
想
表
現
の
自
由
が
緩
和
さ
れ
、
族
群
と
し
て
の
復
権
運
動
も
本
格
化
し
、
現
在
に
つ
な
が
る
族

群
関
係
の
変
化
が
起
き
た
。
ま
ず
他
の
族
群
文
化
と
大
き
な
差
の
あ
る
南
島
語
族
は
民
族
自
身
の
総
称
が
「
山
地
同
胞
」
と
さ
れ
て
き

た
こ
と
に
対
し
、「
原
住
民
族
」
へ
と
名
を
改
め
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
種
の
基
本
的
権
利
の
回
復
を
目
指
す
運
動
を
進
め
た
。
一
九

八
九
年
に
は
憲
法
学
者
の
許
世
楷
が
新
憲
法
の
草
案
を
提
出
し
、「
文
化
多
元
主
義
」
を
憲
法
に
盛
り
込
み
、
中
華
民
国
憲
法
中
に
記

さ
れ
た
三
民
主
義
、
お
よ
び
当
時
の
中
国
大
陸
で
形
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
中
華
民
族
」
の
国
民
国
家
概
念
を
、
四
大
文
化
集
団
の
概

念
に
取
っ
て
代
え
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
（
許
、
一
九
九
一
、
二
三（
あ
））。

そ
の
後
「
原
住
民
族
」「
和
佬
人
」「
客
家
人
」「
外
省
人
」
の
四
大
族
群
の
概
念
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
母
語
や
文
化
復
興
の
運
動
を
伴

い
つ
つ
、
ま
た
中
央
政
府
の
組
織
や
政
策
が
調
整
さ
れ
て
い
く
中
で
、
台
湾
社
会
に
広
範
囲
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で

各
族
群
研
究
も
ま
た
活
発
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
九
一
年
よ
り
、
客
家
研
究
で
は
三
つ
の
学
部
と
十
三
の
大
学
院
が
各
大
学
に
お
か
れ
、

原
住
民
族
の
研
究
に
関
し
て
は
、
十
四
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
学
科
・
大
学
院
が
新
設
さ
れ
た
（
王
、
二
〇
〇
八（
い
））。

こ
う
し
た
近
年
に
お
け
る
族
群
へ
の
関
心
の
変
化
は
、
戦
後
の
日
本
研
究
、
台
湾
研
究
と
同
様
一
九
八
七
年
の
戒
厳
令
解
除
以
後
の
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一
千
万
の
台
湾
人
の
大
多
数
は
、
こ
の
二
つ
の
時
代
に
ま
た
が
っ
て
生
き
て
き
た
の
で
あ
り
、
か
れ
ら
が
何
か
に
つ
け
て
、
二
つ

の
時
代
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
転
居
し
た
と
き
に
、
以
前
の
家
と
現
在
の
家
を
比
較
す
る
よ
う
に
、
人
情
の
常
で
あ
っ
て
、
こ

こ
で
も
し
、
日
本
時
代
の
方
が
ま
だ
マ
シ
だ
っ
た
と
い
う
結
論
で
も
出
よ
う
も
の
な
ら
、
事
態
は
重
大
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
中
略
）
台
湾
人
に
し
て
か
ら
が
、
日
本
時
代
と
国
府
時
代
を
同
じ
次
元
か
ら
比
較
す
る
身
に
な
ろ
う
と
は
、
ツ
ユ
思
わ
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。 

（
王
、
一
九
七
〇
、
一
〇
三―

一
〇
四
）

そ
れ
で
は
、
王
の
よ
う
に
海
外
に
移
住
も
で
き
ず
、
ま
た
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
大
多
数
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
に
抵

抗
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
二
二
八
事
件
前
、
中
華
民
国
政
府
は
非
常
に
高
圧
的
な
「
脱
日
本
化
」
言
語
文
化
政
策
を
採
っ
て
い
た
。
そ

れ
は
日
本
語
使
用
を
完
全
に
禁
じ
た
ば
か
り
か
、
日
本
に
よ
る
学
校
教
育
ま
で
も
「
奴
隷
化
教
育
」
と
み
な
し
て
貶
め
否
定
す
る
も
の

だ
っ
た
。
こ
う
し
た
政
策
に
よ
り
、
知
識
人
層
か
ら
意
志
疎
通
の
道
具
と
し
て
の
日
本
語
が
奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
台
湾
の
人
々
の
努

力
に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
教
育
・
文
化
的
資
本
ま
で
も
が
汚
名
と
さ
れ
、
日
本
統
治
期
の
知
識
人
が
奴
隷
で
あ
っ
た
か
の
ご
と
く

見
下
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
へ
の
強
い
不
満
が
、
二
二
八
事
件
に
お
け
る
族
群
衝
突
の
要
因
で
あ
る
と
、
近
年
の
研
究
で
は
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
黄
、
一
九
九
九
／
何
、
二
〇
〇
三
）。
二
二
八
事
件
前
後
に
、
日
本
語
世
代
の
知
識
人
の
多
く
が
殺
さ
れ
た
。
そ
の
後
日
本

語
の
歌
謡
、
映
画
な
ど
も
禁
止
さ
れ
、
台
湾
の
人
々
が
創
作
し
た
歌
謡
、
映
画
な
ど
ま
で
も
が
抑
圧
を
受
け
た
（
陳
、
二
〇
〇
八
）。
後

述
す
る
原
住
民
族
の
地
域
を
除
い
て
、
日
本
語
は
公
的
場
面
か
ら
消
え
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
家
庭
や
社
会
団
体
、
友
人
と
の

集
ま
り
、
個
人
の
記
録
と
い
っ
た
私
的
場
面
に
日
本
語
は
沈
潜
し
て
い
っ
た
。
戒
厳
令
解
除
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
抑
圧
さ
れ
て
き
た

日
本
語
が
自
伝
、
詩
歌
、
日
記
、
小
説
と
い
っ
た
形
で
怒
涛
の
ご
と
く
噴
き
出
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
群
か
ら
は
興
味
深
い
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
日
本
統
治
時
期
に
は
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
し
な
か
っ
た
被
植
民
者

が
、
戦
後
に
な
り
日
本
語
が
禁
止
さ
れ
た
状
況
下
で
は
、
む
し
ろ
日
本
語
を
積
極
的
に
用
い
、
研
鑚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三
、
二
層
の
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
の
中
の
日
本
観

（
一
）
二
二
八
事
件
後
「
日
本
語
世
代
」
の
転
換
／
比
較
／
抵
抗
：
和
佬
人

戒
厳
令
解
除
の
前
後
か
ら
、
戦
後
最
大
の
族
群
衝
突
で
あ
る
二
二
八
事
件
の
口
述
記
録
や
史
料
が
タ
ブ
ー
を
破
る
よ
う
に
次
々
と
出

版
さ
れ
た
（
阮
、
一
九
九
二（
う
））。
同
時
期
に
、
日
本
統
治
時
代
の
被
植
民
者
に
よ
っ
て
日
本
語
で
書
か
れ
た
大
量
の
個
人
史
も
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
内
容
は
主
と
し
て
家
族
の
歴
史
、
学
校
教
育
の
経
験
、
戦
争
経
験
、
そ
し
て
二
二
八
事
件
後
や
戒
厳
令
下
に
か
け
て
受
け
た

抑
圧
や
不
満
な
ど
の
個
人
的
経
験
で
あ
り
、
多
く
は
日
本
統
治
時
代
と
中
華
民
国
に
よ
る
統
治
の
人
生
経
験
を
比
較
す
る
も
の
だ
っ

た
。
彼
ら
は
個
人
の
人
生
経
験
か
ら
日
本
へ
の
印
象
を
述
べ
て
お
り
、
主
な
テ
ー
マ
を
日
本
に
据
え
て
は
い
な
い
も
の
の
、
日
本
と
分

か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
た
彼
ら
の
人
生
過
程
の
記
録
は
、
こ
の
世
代
の
日
本
観
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

こ
の
二
十
年
で
現
わ
れ
た
多
く
の
被
植
民
者
の
回
想
録
、
自
伝
と
い
っ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
は
、
二
つ
の
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
一
つ

は
、
日
本
統
治
時
期
の
社
会
が
整
然
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
評
価
し
、
ま
た
懐
か
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、
異
民
族
（
日
本
）
か
ら
の

支
配
の
苦
し
み
も
あ
っ
た
こ
と
だ
。
特
に
反
抗
心
を
も
つ
知
識
人
は
、
当
時
中
華
民
国
に
対
し
て
お
ぼ
ろ
げ
な
希
望
を
託
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
、
一
九
四
七
年
の
二
二
八
事
件
前
後
に
お
い
て
、
中
華
民
国
政
府
に
裏
切
ら
れ
、
期
待
感
が
幻
滅
し
た

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
劇
的
な
転
換
は
事
件
の
被
害
者
や
遺
族
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
を
生
き
た
大
多
数
の
知
識
人
に
共
通
す
る
傾

向
で
あ
る
。
特
に
、
台
湾
の
人
口
で
多
数
を
占
め
る
族
群
の
和
佬
人
に
こ
の
傾
向
が
顕
著
に
見
受
け
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
高
い
期
待
と
深
い
失
望
感
を
語
る
テ
キ
ス
ト
で
は
、
過
去
の
日
本
植
民
時
代
が
比
較
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
比

較
の
心
情
を
、
二
二
八
事
件
後
海
外
へ
逃
亡
し
た
知
識
人
の
王
育
徳
（
一
九
二
四
〜
一
九
八
五
）
は
次
の
よ
う
に
書
き
記
し
て
い
る
。
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特
殊
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
表
現
を
作
り
上
げ
た
の
だ
っ
た
。

彼
ら
に
と
っ
て
自
己
を
最
も
表
現
で
き
る
言
語
が
日
本
語
で
あ
る
こ
と
は
、
誤
解
や
悪
意
、
曲
解
を
受
け
や
す
い
。
彼
ら
自
身
は
、

「
世
界
一
イ
ジ
メ
甲
斐
あ
る
ク
ニ
日
本
（
今
川
編
、
二
〇
〇
六
、
九
四
）」「
裏
切
り
と
使
い
っ
切
り
の
台
湾
史
（
今
川
編
、
二
〇
〇
六　

八

九
）」
な
ど
の
川
柳
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
過
去
の
日
本
に
無
批
判
な
ど
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
な
く
、
冷
静
で
時
に
批
判
的
な
目
も

向
け
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
の
子
や
孫
の
世
代
は
戦
後
の
政
権
に
よ
る
教
育
政
策
の
影
響
で
日
本
語
を
喋
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
も
、
子
孫
た
ち
は
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
抗
日
史
を
中
心
と
す
る
中
国
人
の
歴
史
認
識
が
教
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
「
日
本
語
世
代
」

の
行
動
を
外
省
人
に
よ
っ
て
「
日
本
式
礼
儀
作
法
に
こ
だ
は
れ
ば
『
日ヤ
ッ

本プ
ン

鬼ク
イ

』
か
と
訝
ら
れ
た
る
（
黄
、
二
〇
〇
三
、
一
三
三
）」、「
口

ず
さ
む
侵
略
日
本
の
歌
聞
か
れ
奴
隷
根
性
と
あ
な
ど
ら
れ
た
る
（
黄
、
二
〇
〇
三
、
一
二
六
）」
な
ど
の
よ
う
に
、
彼
ら
の
こ
だ
わ
り
を

単
な
る
「
奴
隷
根
性
」
と
見
な
す
よ
う
な
誤
解
が
生
ま
れ
る（
お
）。

さ
ら
に
は
家
庭
の
中
に
お
い
て
も
「
吾
は
日
本
語
妻
は
台
湾
語
子
と
孫

は
チ
ャ
イ
ナ
で
話
す
国
際
家
庭
」（
黄
、
二
〇
〇
三
、
一
三
二
）
と
い
っ
た
言
語
的
断
絶
が
生
じ
て
い
る
。
前
後
二
重
の
植
民
構
造
と
い

う
歴
史
的
文
脈
や
族
群
関
係
の
も
と
で
、
幾
重
に
も
屈
折
し
て
生
み
出
さ
れ
た
日
本
観
の
内
実
は
、
慎
重
な
解
釈
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
族
群
関
係
：
客
家
人

二
十
世
紀
初
頭
に
清
朝
の
国
力
が
衰
退
す
る
中
、
知
識
人
た
ち
は
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
の
侵
略
に
対
抗
す
る
べ
く
、
中
国

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
打
ち
立
て
た
。
そ
の
特
殊
な
歴
史
的
文
脈
は
、
本
来
台
湾
と
は
無
関
係
な
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
同
時
期
の
台
湾

知
識
人
に
と
っ
て
、
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
日
本
の
植
民
主
義
や
同
化
主
義
に
対
抗
す
る
た
め
の
力
に
な
り
、
か
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
拠
り
所
と
な
り
得
る
選
択
だ
っ
た
。

日
本
統
治
時
代
に
始
ま
り
、
和
佬
人
・
客
家
人
が
と
も
に
日
本
へ
の
同
化
を
体
験
す
る
と
い
う
歴
史
過
程
の
中
で
、「
本
島
人
」「
台

湾
人
」
と
い
う
共
通
し
た
族
群
意
識
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
意
識
は
「
日
本
内
地
人
」
に
接
し
て
相
対
的
に
生
ま
れ
た
も
の
で

こ
う
し
た
心
理
は
「
日
本
語
を
本
気
で
し
ゃ
べ
る
終
戦
後
（
高
瘦
叟
）」「
ペ
キ
ン
語
を
喋
ら
ぬ
誓
い
半
世
紀
（
李
琢
玉
）」
と
い
っ
た

日
本
語
教
育
を
受
け
た
世
代
の
作
っ
た
川
柳
に
も
明
快
に
表
現
さ
れ
て
い
る
（
黄
、
二
〇
〇
三
、
一
二
九―

一
三
一
／
今
川
編
、
二
〇
〇

六
）。
そ
れ
は
単
な
る
憧
憬
な
ど
で
は
な
く
、
日
本
語
や
和
佬
語
の
み
を
話
す
こ
と
で
、
中
華
民
国
政
府
の
支
配
に
対
し
て
一
線
を
画

し
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
固
め
て
い
く
、
と
い
う
抵
抗
の
表
現
で
あ
っ
た
。

ま
た
多
く
の
者
は
、
日
本
統
治
時
代
末
期
、
特
に
戦
争
に
よ
る
国
民
精
神
総
動
員
運
動
下
で
学
ん
だ
「
日
本
精
神
」
や
「
大
和
魂
」

を
、
戦
後
中
華
民
国
政
府
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
三
民
主
義
と
比
較
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
日
本
精
神
」
が
人
生
の
逆
境
を
乗
り
越
え

る
原
動
力
と
な
っ
て
お
り
、
子
孫
に
伝
え
る
べ
き
精
神
的
価
値
で
あ
る
と
考
え
た
（
平
野
、
二
〇
〇
七
、
二
三
五
）。
蔡
焜
燦
の
回
想
録

に
も
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「『
日リ
ッ
プ
ン
チ
エ
ン
シ
ン

本
精
神
』
が
勤
勉
で
正
直
、
そ
し
て
約
束
を
守
る
と
い
う
も
ろ
も
ろ
の
善
い
こ
と
を
表
現

す
る
言
葉
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
」。
一
方
、
そ
の
対
義
語
が
「
中
国
式
」
だ
と
し
て
い
る
（
蔡
、
二
〇
〇
一
、
二
四
〇―

二
四
三
）。

以
上
の
よ
う
に
、
日
本
語
の
使
用
や
「
日
本
精
神
」
は
、
戦
後
も
日
本
語
に
よ
る
生
活
を
続
け
て
き
た
い
わ
ゆ
る
「
日
本
語
世
代
」

に
と
っ
て
重
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
か
ら
、
完
全
に
日
本
語
を
用
い
て
生
活
、
思
考
す
る
世
代
は
「
日
本
語
人
」
や

「
日
本
語
族
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
彼
ら
は
「
日
本
人
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
く
は
日
本
人
に
な
り
た
が
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
は
戦
後
台
湾
に
お
け
る
族
群
関
係
の
中
で
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
深
く
誤
解
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。

彼
ら
が
自
己
を
表
現
す
る
言
葉
に
は
「
私
は
二
十
二
歳
ま
で
日
本
人
だ
っ
た
の
で
す
よ
（
司
馬
、
一
九
九
四
）」「
祖
国
は
台
湾
、
母

国
は
日
本
（
柯
、
二
〇
〇
五
）」「
寿
司
を
食
み
演
歌
を
唄
ひ
台
湾
に
残
ん
少
な
き
『
え
せ
日
本
人
』（
黄
、
二
〇
〇
三
、
一
四
一（
え
））」
と

い
っ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
う
し
た
自
己
表
現
は
と
て
も
巧
妙
で
精
確
な
も
の
と
言
え
る
が
、
非
常
に
読
解
困
難
な
側
面
を
含
ん
だ
も
の

と
な
っ
て
い
る
。
日
本
植
民
統
治
時
期
に
形
成
さ
れ
た
日
台
混
合
の
文
化
は
、
完
全
な
「
日
本
化
」
で
も
、
以
前
か
ら
台
湾
に
存
在
し

た
も
の
で
も
な
い
。「
台
湾
で
も
あ
り
日
本
で
も
あ
る
」
と
い
う
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
現
象
で
あ
る
と
い
え
る
。

だ
が
戦
後
の
中
華
民
国
政
府
に
よ
る
抑
圧
が
、
前
述
し
た
よ
う
な
失
望
・
転
換
・
比
較
・
抵
抗
と
い
っ
た
心
情
の
動
き
を
生
み
出
し
、
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は
自
ら
「
親
日
」
を
名
乗
り
、
自
分
の
祖
国
の
一
つ
と
し
て
日
本
を
と
ら
え
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
（
蔡
、
二
〇
〇
一
／
柯
、
二
〇
〇
五
）。

一
方
で
、
戦
後
客
家
人
が
表
明
す
る
日
本
観
に
は
、
植
民
地
統
治
初
期
の
武
装
抗
日
行
動
を
強
調
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
常
に
客
家
よ

り
人
口
が
二
倍
以
上
も
大
き
い
和
佬
人
の
動
き
と
バ
ラ
ン
ス
を
取
ろ
う
と
し
て
、
外
省
人
と
和
佬
人
の
間
に
挟
ま
れ
な
が
ら
推
移
し
て

い
る
こ
と
は
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う（
が
）。

（
三
）「
国
家
」
と
の
出
会
い
：
原
住
民
族

台
湾
の
族
群
関
係
に
は
、
常
に
不
均
衡
が
伴
う
。
人
口
比
で
は
、
原
住
民
族
は
最
も
少
な
い
族
群
で
あ
る
が
、
文
化
、
民
族
、
言
語

の
多
様
さ
、
そ
し
て
台
湾
で
の
歴
史
の
長
さ
は
、
他
の
族
群
よ
り
も
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
る
。
ま
た
原
住
民
族
の
居
住
し
て
き
た
領

域
も
、
全
台
湾
の
半
分
を
超
え
て
お
り
、
平
野
部
に
集
中
す
る
和
佬
、
客
家
そ
し
て
大
都
市
に
集
中
す
る
外
省
人
よ
り
も
遙
か
に
広
い

地
域
を
占
め
て
い
る
。
加
え
て
、
原
住
民
族
は
言
語
、
文
化
、
空
間
、
社
会
組
織
な
ど
の
異
な
っ
た
多
数
の
民
族
の
総
称
で
あ
り
、
人

口
の
少
な
い
も
の
は
数
百
、
大
き
い
も
の
は
十
数
万
人
と
い
う
幅
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
よ
る
複
雑
さ
は
、
外
部
の
者
が
台

湾
の
族
群
構
造
を
理
解
す
る
と
き
の
困
難
さ
を
さ
ら
に
深
め
て
い
る
。

文
字
を
持
た
な
か
っ
た
原
住
民
族
に
対
し
て
初
め
て
外
部
か
ら
全
面
的
な
理
解
を
試
み
た
の
が
、
十
九
世
紀
末
に
台
湾
へ
到
来
し
た

日
本
で
あ
っ
た
。
初
期
の
「
討
伐
」
や
「
膺よ
う

懲ち
ょ
う」

と
い
っ
た
武
力
衝
突
か
ら
、
少
し
ず
つ
方
針
を
変
え
な
が
ら
も
、
警
察
を
中
心
と
し

た
「
理
蕃
事
業
」
を
通
し
て
、
日
本
は
彼
ら
を
「
帰
順
」
さ
せ
、
国
家
体
制
内
に
組
み
込
も
う
と
し
て
い
っ
た
。
そ
の
中
で
、
一
九
三

〇
年
に
起
き
た
霧
社
事
件
が
日
本
の
治
理
策
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た（
き
）。

台
湾
総
督
な
ど
を
含
む
高
官
は
責
任
を
と
っ
て
更
迭
さ
れ
、

理
蕃
政
策
を
よ
り
原
住
民
族
の
生
活
向
上
に
つ
な
が
る
施
策
に
重
点
を
置
い
た
。

日
中
戦
争
以
降
、
日
本
国
内
で
は
「
国
民
精
神
総
動
員
運
動
」（
一
九
三
七
年
）
が
発
動
さ
れ
「
国
家
総
動
員
法
」（
一
九
三
八
年
）
が

公
布
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
生
ま
れ
育
っ
た
世
代
の
原
住
民
族
た
ち
は
、
各
々
が
勇
躍
し
て
、
郷
里
を
守
る
た
め
、
ま
た
国
の
た
め
に

あ
っ
た
。
戦
後
に
な
り
、
新
た
な
族
群
と
し
て
の
「
外
省
人
」
が
現
わ
れ
た
際
、「
本
島
人
」
と
い
う
呼
称
の
延
長
と
し
て
「
本
省
人
」

と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
た
。
戦
後
期
の
歴
史
学
研
究
で
外
省
人
と
の
衝
突
を
説
明
し
た
も
の
の
多
く
は
「
本
省
人
」
と
の
「
省
籍
矛

盾
」
を
主
な
要
因
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
完
全
に
和
佬
人
と
客
家
人
と
の
違
い
が
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。

日
本
の
台
湾
統
治
に
対
し
て
、「
本
島
人
」
た
ち
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
和
佬
人
、
客
家
人
を
問
わ
ず
「
原
郷
」（
祖
先
の
故
郷
）

と
し
て
の
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
基
点
と
し
て
抵
抗
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
二
二
八
事
件
前
後
に
多
く
の
人
々
は
「
祖
国
同
胞
」

に
対
す
る
裏
切
り
と
失
望
を
感
じ
、
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
疑
い
を
持
っ
た
。
一
方
で
、「
原
郷
」
意
識
が
特
に
強
か
っ
た
者
は
、

二
二
八
事
件
の
最
中
に
あ
っ
て
も
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
作
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
台
湾
で
の
生
存
競
争
の
中
で
、
数
倍
の
人
口
を
擁
す
る
和
佬
人
に
同
化
し
な
か
っ
た
客
家
人
は
、
文
化
的
境
界
と
少
数
族
群

と
し
て
の
生
存
策
略
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
近
年
研
究
が
進
む
客
家
政
治
社
会
史
で
は
、
二
二
八
事
件
で
客
家
人
も
被
害
を

受
け
た
も
の
の
、
そ
の
割
合
は
和
佬
人
に
比
べ
て
少
な
い
。
こ
れ
は
二
二
八
事
件
の
発
生
地
点
の
多
く
が
都
市
で
あ
り
、
客
家
人
の
多

く
暮
ら
す
農
村
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
外
省
人
に
む
し
ろ
同
情
的
で
、
市
街
で
被
害
を
受
け
た
外
省

人
た
ち
が
客
家
人
の
集
落
へ
避
難
し
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
か
）。
こ
の
よ
う
に
、
二
二
八
事
件
に
否
応
な
く
関
わ
る
こ
と
の
多
か
っ

た
和
佬
族
群
と
は
異
な
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
違
い
が
、
日
本
観
に
つ
い
て
も
、
異
な
る
態
度
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
客
家
族
群
は
、
戦
後
外
省
人
と

和
佬
人
と
い
う
二
つ
の
族
群
の
狭
間
に
立
た
さ
れ
、
最
良
の
生
存
策
略
を
取
る
必
要
が
あ
っ
た
。「
原
郷
」
と
し
て
の
大
陸
を
重
視
す

る
点
は
外
省
人
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た
清
朝
時
代
以
来
の
和
佬
人
と
の
紛
争
の
し
こ
り
が
残
っ
て
お
り
、
台
湾
独
立
運
動
が

和
佬
人
の
拡
大
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と
に
、
強
い
警
戒
感
を
抱
い
て
い
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
台
湾
に
お
け
る
客
家
人
の
置
か
れ
た
立
場
の
違
い
が
、
日
本
観
に
も
反
映
し
て
い
る
。
和
佬
人
の
多
く
は
、
先
述

し
た
よ
う
に
日
本
統
治
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
近
代
化
統
治
を
重
視
す
る
。
戒
厳
令
解
除
後
に
出
版
し
た
回
想
録
で
も
和
佬
人
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と
な
っ
た
。
そ
の
感
情
を
よ
う
や
く
吐
露
で
き
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
期
に
な
り
、
山
地
に
日
本
人
や
日
本
語
使
用
者
が
入
っ
て

き
て
以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
華
民
国
政
府
に
よ
っ
て
部
落
へ
新
た
に
入
っ
て
き
た
「
国
語
」
は
普
及
浸
透
が
遅
く
、
部
落
の
事
務

処
理
を
賄
え
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
山
地
に
お
い
て
日
本
語
は
一
九
九
〇
年
代
ま
で
一
部
地
域
や
部
落
に
お
い
て
「
公
用
語
」
と
し

て
用
い
ら
れ
、
新
た
な
ク
レ
オ
ー
ル
現
象
を
生
み
出
し
て
い
た
（
土
田
、
二
〇
〇
八
）。
そ
の
結
果
、
日
本
語
教
育
を
受
け
な
か
っ
た
次

の
世
代
も
、
家
庭
や
部
落
な
ど
の
集
ま
り
で
自
然
に
日
本
語
を
覚
え
、
こ
の
点
が
和
佬
人
や
客
家
人
と
は
異
な
る
経
験
で
あ
る
（
黄
、

二
〇
〇
三
、
一
三
六―

一
三
七
）。

戦
後
の
外
省
人
の
到
来
は
、
原
住
民
族
社
会
に
新
た
な
変
化
を
生
ん
だ
。
外
省
人
が
も
た
ら
す
中
華
文
化
と
中
華
民
族
優
越
論
に
よ

り
、
原
住
民
族
ま
で
も
が
強
制
的
に
漢
人
式
の
姓
名
へ
と
改
め
さ
せ
ら
れ
た
。
戦
後
の
教
育
に
お
い
て
、
日
本
と
の
武
力
抗
争
が
原
住

民
族
の
歴
史
教
育
の
模
範
的
教
材
と
さ
れ
た
。
日
本
統
治
期
に
原
住
民
族
は
専
ら
日
本
に
虐
げ
ら
れ
た
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
霧
社

事
件
の
主
導
者
で
あ
っ
た
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ
が
国
家
の
忠
烈
祠
に
祭
ら
れ
た
一
方
で
、
太
平
洋
戦
争
期
に
日
本
と
い
う
国
の
た
め
に
命

を
落
と
し
た
者
た
ち
は
忘
れ
去
ら
れ
た
（
黄
、
二
〇
〇
六
）。

さ
ら
に
は
、
よ
り
直
接
的
な
接
触
に
よ
る
変
化
も
生
ま
れ
た
。
国
共
内
戦
の
戦
場
か
ら
退
い
た
外
省
人
退
役
兵
と
そ
の
家
族
の
生
活

を
養
う
た
め
、
政
府
は
原
住
民
族
の
領
域
内
の
土
地
を
農
地
開
墾
の
た
め
と
し
て
譲
り
渡
し
た
。
一
九
五
五
年
時
点
で
、
原
住
民
が

居
住
す
る
山
地
郷
に
お
け
る
外
省
人
は
人
口
の
一
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
十
年
後
に
は
四
・
九
％
に
ま
で
上
昇
し
た
（
李
、
一
九
七
〇
、

八
〇―

八
一
）。
来
台
初
期
の
外
省
人
は
性
別
比
率
が
不
均
衡
で
あ
っ
た
た
め
に
、
一
九
五
六
年
の
人
口
統
計
で
の
軍
人
を
含
め
た
男

女
比
率
は
四
対
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
台
湾
に
定
住
を
続
け
れ
ば
、
必
然
的
に
外
省
人
男
子
と
台
湾
の
各
族
群
女
性
と
の

通
婚
が
進
む
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
外
省
人
兵
士
の
台
湾
で
の
婚
姻
を
禁
じ
て
い
た
た
め
、
解
禁
さ
れ
た
後
に

年
配
の
外
省
人
兵
士
が
経
済
的
に
苦
し
む
若
い
原
住
民
族
女
性
と
婚
姻
を
結
ぶ
現
象
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
（
胡
、
一
九
九
〇
）。

戦
地
へ
と
赴
い
た
。
そ
の
純
粋
な
心
は
理
蕃
当
局
を
も
驚
か
せ
る
も
の
で
あ
り
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
場
で
も
志
願
兵
や
高
砂
義
勇
隊
の

戦
い
ぶ
り
が
賞
賛
さ
れ
て
い
る
（
台
湾
総
督
府
警
務
局
理
蕃
課
編
、
一
九
四
二
）。
統
治
開
始
後
わ
ず
か
三
、
四
〇
年
に
し
て
、
植
民
主

が
統
治
下
の
少
数
民
族
に
対
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
敬
服
し
た
と
い
う
事
態
は
、
世
界
史
的
に
み
て
も
余
り
見
ら
れ
な
い
現
象
と
言
え
る
。

南
洋
の
戦
場
を
中
心
に
、
日
本
軍
人
た
ち
と
生
死
を
共
に
し
た
体
験
は
、
戦
後
も
こ
の
世
代
の
原
住
民
族
青
年
た
ち
の
日
本
観
に
深
く

影
響
し
て
い
る
。

和
佬
人
や
客
家
人
に
つ
い
て
も
、
同
世
代
の
原
住
民
族
と
同
じ
く
「
日
本
精
神
」
を
体
得
し
た
人
も
見
ら
れ
る
（
鄭
春
河
、
一
九
九

八
）。
だ
が
そ
の
多
く
は
、
戦
後
屈
折
し
た
心
情
の
変
化
を
経
験
し
て
い
る
。
例
え
ば
「
兵
の
日
は
反
日
な
れ
ど
短
歌
を
詠
む
今
は
親

日
の
我
の
不
思
議
さ
（
黄
、
二
〇
〇
三
、
一
三
一（
ぎ
））」
と
い
う
和
歌
で
は
、
平
地
族
群
（
和
佬
人
）
の
曲
折
し
た
心
理
が
描
か
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
原
住
民
族
の
心
情
に
つ
い
て
言
え
ば
霧
社
事
件
で
鎮
圧
さ
れ
た
側
の
子
孫
で
あ
る
ワ
リ
ス
・
ピ
ホ
（W

alis Piho

）
が
「（
大

東
亜
戦
争
の
）
そ
の
頃
に
な
る
と
、
も
う
霧
社
事
件
も
父
の
こ
と
も
忘
れ
て
、
国
の
た
め
に
ど
う
役
立
つ
か
し
か
考
え
な
く
な
っ
た

（
林
、
一
九
九
八
、
一
二
八
）」
と
回
想
し
て
い
る
。
原
住
民
族
と
平
地
族
群
と
の
心
情
が
分
か
れ
た
最
大
の
差
は
、
原
住
民
族
に
は
平

地
族
群
が
抱
く
よ
う
な
「
祖
国
」
意
識
の
対
象
が
存
在
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
故
郷
と
は
生
ま
れ
育
っ
た
台
湾
の

み
で
あ
り
、
日
本
以
前
に
国
家
へ
従
属
し
た
こ
と
も
な
く
、
帰
属
意
識
を
持
ち
得
る
よ
う
な
対
象
は
、
日
本
の
み
で
あ
っ
た
。

戦
後
台
湾
へ
帰
還
し
た
原
住
民
族
出
身
の
元
日
本
兵
た
ち
は
、
中
華
民
国
接
収
部
隊
が
台
湾
に
駐
留
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
、
彼
ら

の
「
国
家
」
の
内
実
が
す
っ
か
り
変
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
。
和
佬
人
や
客
家
人
の
よ
う
な
「
原
郷
」
イ
メ
ー
ジ
を
中
華
民

国
に
重
ね
る
こ
と
の
な
か
っ
た
原
住
民
族
に
と
っ
て
、
こ
の
衝
撃
は
平
地
の
人
々
よ
り
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
。
日
本
統
治
時
期
末
期

に
「
自
治
公
民
」
構
想
を
抱
い
て
い
た
ツ
ォ
ウ
族
や
タ
イ
ヤ
ル
族
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
は
、
こ
の
新
た
に
現
れ
た
国
家
に
対
し
て
も
、
平

地
の
エ
リ
ー
ト
た
ち
と
同
様
に
部
落
自
治
構
想
を
求
め
た
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
二
二
八
事
件
後
に
処
刑
さ
れ
た
。
以
後
、
日
本
兵
と

生
死
を
共
に
し
た
戦
争
経
験
や
、
優
秀
な
日
本
兵
で
あ
り
日
本
国
民
で
あ
っ
た
と
い
う
誇
り
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
ひ
た
隠
す
こ
と



第一部　中国、東アジアにおける日本研究の現在 060台湾における日本観の交錯061

に
日
本
は
中
華
民
国
と
断
交
し
て
、
中
華
人
民
共
和
国
と
国
交
正
常
化
を
図
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
裏
切
り
と
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
外
省
人
た
ち
は
憤
り
を
持
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
「
国
共
戦
争
」
の
「
戦
後
処
理
」
で
あ
る
。
中
華
民
国
は
戦
死
し

た
将
兵
に
対
し
て
弔
慰
金
を
支
払
い
、
国
家
の
忠
烈
祠
で
手
厚
く
弔
っ
て
い
る
。
だ
が
、
最
重
要
の
問
題
で
あ
る
中
国
共
産
党
と
の
間

の
戦
争
終
結
に
つ
い
て
は
前
進
し
て
お
ら
ず
、
互
い
に
戦
争
対
立
状
態
と
い
う
歴
史
プ
ロ
セ
ス
は
曖
昧
な
ま
ま
推
移
し
て
い
る（
く
）。

そ
し
て
最
後
が
「
太
平
洋
戦
争
」
の
「
戦
後
処
理
」
で
あ
る
。
中
華
民
国
が
現
在
統
治
す
る
人
々
の
内
、
外
省
人
以
外
の
他
の
三
大

族
群
は
戦
時
は
日
本
国
民
の
一
部
と
し
て
戦
争
に
関
わ
っ
て
い
た
。
戦
争
の
道
徳
的
評
価
の
如
何
を
問
わ
ず
、
植
民
宗
主
国
で
あ
っ

た
日
本
と
そ
の
国
民
は
、
戦
争
が
台
湾
に
残
し
た
多
く
の
問
題
を
、
共
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
遺
族
へ
の
未

払
い
給
与
や
補
償
金
の
よ
う
な
実
質
的
問
題
と
、
死
者
の
慰
霊
な
ど
の
精
神
的
問
題
解
決
へ
の
義
務
が
含
ま
れ
る
。
多
く
の
軍
民
の
死

亡
は
職
務
執
行
や
戦
闘
の
巻
き
添
え
に
よ
る
も
の
で
、
参
戦
動
機
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
戦
勝
戦
敗
と
い
っ
た
結
果
に
関
わ
ら
ず
、
国

家
は
死
者
を
弔
い
、
生
存
者
に
対
し
て
は
補
償
を
行
う
義
務
が
あ
る
だ
ろ
う
。
だ
が
戦
後
の
日
本
政
府
ば
か
り
か
、
中
華
民
国
政
府
も

こ
の
問
題
を
放
置
し
、
処
理
を
怠
っ
て
き
た
。
加
え
て
、
断
交
の
後
に
中
国
の
代
表
権
が
中
華
人
民
共
和
国
に
移
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

で
、
継
続
的
な
処
理
が
不
可
能
と
な
っ
た
結
果
、
進
め
て
き
た
の
は
民
間
団
体
に
よ
る
断
交
後
の
日
本
政
府
と
の
交
渉
の
み
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。

四
、
交
錯
す
る
族
群
と
歴
史

（
一
）
日
本
観
に
関
わ
る
複
数
の
要
素

以
上
の
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
対
日
観
現
象
を
改
め
て
考
え
て
み
る
と
、
台
湾
と
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
韓
国
に
お
け
る
日
本
観
の
議
論
と

は
か
な
り
性
質
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
米
関
係
史
や
日
中
関
係
史
に
お
い
て
変
貌
す
る
対
日
観
と
は
、
相
互
の
国
家
間
と
い
う

（
四
）
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
二
つ
の
「
戦
後
」
：
外
省
人

中
華
民
国
政
府
と
と
も
に
来
台
し
た
人
々
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
後
、
国
連
脱
退
な
ど
に
見
ら
れ
る
中
華
民
国
政
府
の
正
統
性
が
国

際
社
会
か
ら
失
わ
れ
て
い
く
中
で
、
危
機
感
を
さ
ら
に
深
め
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
台
湾
に
お
け
る
外
省
人
の
族
群
と
し
て
の
統

合
を
強
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
る
外
省
人
二
世
に
よ
る
家
族
史
の
記
述
に
も
、
こ
う
し
た
表
現
が
示
さ
れ
て
い
る
。

台
湾
外
省
人
の
形
成
は
中
国
近
代
史
の
発
展
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
つ
い
て
は
、
賛
成
反
対
を
問
わ
ず
国
民

党
史
観
の
中
に
限
ら
れ
て
い
る
。
運
命
に
つ
い
て
は
、
国
共
内
戦
の
継
続
と
近
年
の
台
湾
分
離
主
義
か
ら
の
圧
力
に
よ
り
、
彼
ら

は
あ
る
種
の
不
明
確
な
運
命
共
同
体
を
形
成
し
て
い
る
。
長
き
に
わ
た
り
時
代
を
切
り
開
き
、
外
国
か
ら
の
侵
略
を
食
い
止
め
、

重
大
な
挫
折
に
遭
遇
し
、（
国
民
党
と
外
省
人
の
『
長
征
』
と
も
言
う
べ
き
）
大
規
模
な
移
動
、
お
よ
び
そ
の
後
の
内
憂
外
患
と
い
っ

た
歴
史
経
験
が
形
作
っ
た
台
湾
外
省
人
の
連
帯
感
の
強
さ
と
深
さ
、
そ
し
て
特
殊
な
時
代
性
は
、
中
国
と
台
湾
で
の
今
日
見
ら
れ

る
多
く
の
他
族
群
を
は
る
か
に
超
え
た
も
の
と
言
え
よ
う
。 

（
楊
、
二
〇
〇
八
、
九
七―

九
八
）

こ
う
し
た
歴
史
的
経
験
は
、
台
湾
の
他
の
族
群
は
体
験
し
て
い
な
い
、
そ
の
た
め
、
外
省
人
が
日
本
観
を
語
る
時
、
そ
の
挫
折
感
と
陥
っ

た
状
況
は
、
単
な
る
「
被
侵
略
者
の
日
本
観
」
の
一
側
面
よ
り
も
、
国
共
対
立
の
要
素
に
影
響
さ
れ
さ
ら
に
深
く
複
雑
化
し
て
い
る
。

対
日
観
の
議
論
を
行
う
際
、
外
省
人
と
日
本
の
関
係
は
「
戦
後
関
係
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
中
華
民
国
が
同
時
期
に
三

つ
の
「
戦
後
関
係
」
に
置
か
れ
た
た
め
に
問
題
を
複
雑
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
戦
後
関
係
」
に
は
複
数
の
残
さ
れ
た
問
題
が
あ

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
処
理
す
べ
き
も
の
と
、
処
理
で
き
な
い
も
の
が
あ
る
（
黄
、
二
〇
〇
六
）。

ま
ず
、
日
中
戦
争
の
「
戦
後
処
理
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
外
省
人
に
の
み
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
実

質
的
に
妥
協
の
側
面
も
あ
っ
た
も
の
の
、
中
華
民
国
側
は
戦
争
賠
償
を
要
求
し
な
い
態
度
を
取
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
一
九
七
二
年
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係
は
二
層
存
在
す
る
。
第
一
層
の
植
民
統
治
期
は
日
本
統
治
期
（JI

）
で
あ
り
、
初
期
（JI-i

）
中
期
（JI-ii

）
後
期
（JI-iii
）
の
三
期
に

分
か
れ
る
。
植
民
者
は
日
本
内
地
人
で
あ
る
。
一
方
、
被
植
民
者
は
和
佬
人
、
客
家
人
、
原
住
民
族
と
い
う
三
つ
の
族
群
に
な
る
。
第

二
層
の
「
植
民
／
被
植
民
」
関
係
は
中
華
民
国
が
台
湾
に
来
て
以
後
（C

II-ii

）
の
こ
と
と
な
る
。
植
民
者
は
台
湾
に
来
た
外
省
人
で
あ

り
、
被
植
民
者
は
同
じ
く
和
佬
人
、
客
家
人
、
原
住
民
族
と
い
う
三
つ
の
族
群
に
な
る
。

「
植
民
者
／
被
植
民
者
」
関
係
は
多
様
で
あ
る
が
、
被
植
民
者
の
抵
抗
方
法
に
つ
い
て
は
多
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。
台
湾
と
い
う
多
族

群
社
会
で
は
、
抵
抗
関
係
は
台
湾
・
中
国
大
陸
・
日
本
の
三
者
の
力
関
係
の
中
で
示
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
日
本
統
治
期
に
は
、
被

植
民
者
は
常
に
大
陸
で
の
中
華
民
国
（CII-i

）
の
力
を
借
り
な
が
ら
植
民
主
（
日
本
）
へ
抵
抗
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
中
華
民
国
が
台

湾
を
統
治
し
て
以
降
は
、
被
植
民
者
は
日
本
統
治
期
に
得
た
も
の
を
利
用
し
、
新
な
植
民
主
（
中
華
民
国
）
へ
と
抵
抗
し
て
い
る
。

本
来
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
は
、
日
本
統
治
の
終
了
直
後
に
始
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
、
台
湾
で
は
そ
れ
ま
で
と
異
な
る
第
二
層

目
の
「
植
民
／
被
植
民
関
係
」
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
二
層
目
の
「
植
民
／
被
植
民
関
係
」
は
戒
厳
令
解
除
ま
で
続
い
た
が
、
言
論

と
集
会
、
政
党
結
成
の
自
由
を
得
、
台
湾
出
身
者
に
よ
る
総
統
が
誕
生
す
る
中
で
、
外
省
人
の
優
勢
と
中
華
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
覇
権
性
は
崩
壊
し
て
い
っ
た
（C

II-iii

）。
日
本
に
よ
る
「
植
民
／
被
植
民
」
関
係
を
経
た
世
代
に
と
っ
て
、
現
在
は
第
二
層
目
の

「
植
民
／
被
植
民
」
を
経
た
上
で
の
ポ
ス
ト
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
と
言
え
る
。

（
三
）
六
種
類
の
「
戦
後
」

一
方
、
台
湾
に
関
わ
る
戦
争
関
係
と
、
そ
れ
に
伴
う
「
戦
後
」
関
係
は
、
以
下
の
六
種
類
に
わ
た
る
（
表
2
）。

ま
ず
日
清
戦
争
（
W
の
I
）、
清
と
日
本
が
戦
っ
た
。
次
に
台
湾
統
治
開
始
初
期
の
武
力
抗
争
事
件
で
（
W
の
II
）、
こ
れ
は
帝
国
軍

人
・
警
察
（
日
本
内
地
人
）
と
和
佬
人
・
客
家
人
と
の
争
い
で
あ
っ
た
。
三
番
目
は
日
本
統
治
初
期
の
原
住
民
族
へ
の
征
服
戦
争
（
W

の
III
）
で
、
帝
国
軍
人
・
警
察
（
日
本
内
地
人
）
と
原
住
民
族
が
争
っ
た
。
四
番
目
は
日
中
戦
争
（
W
の
IV
）
で
、
大
陸
で
の
中
華
民

枠
組
み
の
も
と
で
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
異
な
る
時
代
や
人
々
（
階
級
、
党

派
、
世
代
、
性
別
な
ど
を
含
む
）
に
よ
り
異
な
る
日
本
観
の
見
方
が
出
さ
れ
る
。
台

湾
と
韓
国
は
類
似
し
た
経
験
と
し
て
、
日
本
に
よ
る
植
民
統
治
の
歴
史
が
あ
り
、

植
民
統
治
時
期
の
族
群
関
係
や
統
治
政
策
の
良
し
悪
し
は
、
本
来
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ

ア
ル
状
況
の
二
国
関
係
や
日
本
観
の
展
開
に
お
い
て
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
台
湾
社
会
に
お
け
る
日
本
観
は
均
一
的
に
発

展
し
て
き
た
も
の
と
は
言
え
な
い
。
複
数
の
族
群
が
、
複
数
異
な
る
立
場
か

ら
異
な
る
歴
史
に
直
面
す
る
中
で
様
々
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
複
数
の
要
素
は
、
互
い
に
交
錯
し
、
あ
る
い
は
連
動
し
合

い
、
幾
重
に
も
重
な
る
複
雑
系
的
現
象
を
生
み
出
し
て
い
る
。

台
湾
の
各
族
群
は
日
本
に
対
し
て
、
二
種
類
の
明
ら
か
に
異
な
る
関
係
性

を
持
つ
。
一
つ
は
「
植
民
／
被
植
民
」
関
係
、
も
う
一
つ
は
「
戦
後
」
の
関

係
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
関
係
性
は
、
時
代
ご
と
に
異
な
る
族
群
関
係
が
そ

れ
ぞ
れ
関
わ
る
た
め
に
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
の
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
」

関
係
と
六
つ
の
「
戦
後
」
関
係
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
関
わ
る
要
素
に

つ
い
て
表
に
整
理
す
る
（
表
1
）。

（
二
）
二
層
の
「
植
民
／
被
植
民
」
関
係

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
台
湾
に
お
け
る
「
植
民
／
被
植
民
」
関

CI　（1683-1912）
清朝

CII-i　（1912-1949）
中華民国（中国大陸期）

CIII　（1949-）　
中華人民共和国

CII-ii　（1945-1987）　
中華民国
（台湾支配／厳戒令期）
CII-iii　（1988-）　
中華民国
（台湾／厳戒令解除後）

JI-i　（1895-1915）
日本統治初期
JI-ii　（1915-1937）
日本統治中期
JI-iii　（1937-1945）
日本統治後期
JII-i　（1952-1972）
日本・中華民国との国交時期
JII-ii　（1972-）
日本・中華民国との断交後

表１　台湾における日本観構成諸要素表（筆者作成）

一、族群差 台湾原住民族／和佬人／客家人／日本内地人／外省人

二、世代差 学校教育／家庭教育／マスコミの影響／通婚関係

三、社会階層 知識人層／商業関係／政党派閥
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下
の
よ
う
な
変
化
と
要
素
を
個
別
に
と
ら
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
台
湾
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
き
た
日
本
と
中
国
の
変
化
で
あ
る
。
両
国
は
こ
の
百
年
で
急
激
な
変
化
を
遂
げ
て
お
り
、
表

1
で
示
し
た
中
国
に
お
け
るCI

、CII

、CIII

は
、
い
ず
れ
も
が
全
く
異
な
る
性
質
の
統
治
形
態
を
な
し
て
お
り
、
日
本
に
お
け
るJI
、JII

も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差
異
の
大
き
な
統
治
形
態
に
、
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
対
台
湾
政
策
が
存
在
し
て
き
た
。
台
湾
社

会
の
日
本
観
は
、
こ
う
し
た
わ
ず
か
百
年
間
で
も
多
段
階
の
相
反
す
る
歴
史
の
積
み
重
ね
の
下
で
、
今
日
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

次
に
、
台
湾
内
部
に
お
け
る
複
数
の
要
素
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
族
群
で
あ
る
。
族
群

ご
と
の
歴
史
経
験
の
違
い
が
あ
ま
り
に
大
き
い
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
つ
の
族
群
と
さ
れ
る
内
部
に
も
差
異
が
見
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
原
住
民
族
に
は
十
を
超
え
る
異
な
っ
た
民
族
が
含
ま
れ
て
お
り
、
各
時
代
に
お
け
る
対
応
も
異
な
っ
て
き
た
。
外
省
人
に
も
中
国

大
陸
の
各
地
域
か
ら
来
た
人
々
が
含
ま
れ
、
日
本
内
地
人
も
日
本
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
た
め
、
内
部
が
一
様
で
な
い
。

彼
ら
は
台
湾
に
入
っ
て
き
て
以
後
、
他
の
族
群
と
の
関
係
性
か
ら
強
い
連
帯
と
族
群
意
識
が
生
ま
れ
て
き
た
。
ま
た
世
代
に
よ
っ
て

も
、
学
校
や
家
庭
で
の
教
育
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
、
話
す
言
語
な
ど
に
差
異
が
あ
る
の
に
加
え
、
族
群
間
の
通
婚
に
よ
る
影
響
も

大
き
い
。
さ
ら
に
、
社
会
階
層
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
知
識
人
層
や
商
業
関
係
、
政
党
派
閥
な
ど
の
立
場
に
よ
っ
て
、
日
本

観
は
二
次
的
に
、
ま
た
三
次
的
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
派
生
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
植
民
／
被
植
民
」
関
係
と
「
戦
後
」
関
係
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
戒
厳
令
解
除
後
の
台
湾

社
会
で
は
、
族
群
の
立
場
の
違
い
に
よ
っ
て
複
数
の
「
戦
後
」
関
係
と
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
状
況
が
錯
綜
し
て
い
る
。
ま
た
「
戦
後
」

関
係
に
は
今
日
に
な
っ
て
も
な
お
種
類
の
異
な
る
三
つ
の
関
係
が
含
ま
れ
（
W
の
IV
、
W
の
V
、
W
の
VI
）
互
い
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、

状
況
は
一
層
把
握
し
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
台
湾
社
会
は
一
体
親
日
な
の
か
、
そ
れ
と
も
反
日
な
の
か
。
植
民
主
へ
反
抗
的
な
の
か
、
そ
れ
と
も
協
力
的
な
の
か
。

複
雑
な
歴
史
背
景
の
中
に
あ
る
、
複
数
の
族
群
が
相
互
に
絡
み
合
い
な
が
ら
新
た
な
時
代
の
変
化
を
迎
え
る
中
で
、
こ
う
し
た
問
題
に

国
と
日
本
が
争
っ
た
。
五
番
目
が
太
平
洋
戦
争
（
W
の
V
）
で
、

戦
っ
た
相
手
は
派
遣
さ
れ
た
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
日
本
内

地
人
と
和
佬
人
、
客
家
人
、
原
住
民
族
の
各
族
群
は
結
束
し
て
協

力
関
係
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
最
後
が
国
共
内
戦
（
W
の
VI
）
で
、

一
九
四
九
年
ま
で
は
大
陸
で
の
国
民
党
と
共
産
党
（C

III

）
の
争

い
で
あ
っ
た
が
（
W
の

VI-i
）、
一
九
四
九
年
以
降
は
外
省
人
、
和

佬
人
、
客
家
人
、
現
住
民
族
が
一
致
し
て
中
華
人
民
共
和
国
と
対

立
す
る
構
図
と
な
っ
た
（
W
の

VI-ii
）。

こ
れ
ら
六
種
類
の
戦
争
関
係
の
う
ち
、W

II

か
らW

V

ま
で
の
四

つ
の
戦
争
が
日
本
に
よ
る
植
民
地
期
に
発
生
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
で
の
交
戦
対
象
は
異
な
る
た
め
、
族
群
同
士
の
関
係
性
の
変
動

は
激
し
い
。W

II

、W
III

で
は
日
本
内
地
人
と
そ
の
他
の
族
群
は
敵

対
状
態
に
あ
る
が
、W

V

で
は
従
属
関
係
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

W
V

I-ii

で
は
、
第
二
層
目
の
植
民
関
係
に
よ
り
、
台
湾
の
族
群
は

巻
き
込
ま
れ
る
形
で
中
華
人
民
共
和
国
と
敵
対
関
係
に
な
っ
た
。

（
四
）
複
雑
性
の
中
で
揺
れ
る
日
本
観

本
稿
は
紙
幅
の
都
合
上
、
現
状
に
至
る
要
素
の
整
理
に
と
ど
め

る
が
、
台
湾
に
お
け
る
日
本
観
の
全
体
像
を
把
握
す
る
に
は
、
以

表２　百年来台湾に関わる諸戦争表（筆者作成）

戦
争
名
／
敵
対
関
係

WのI
日清戦争

清（CI）vs日本（JI）

WのII
日本統治開始初期の戦闘および抗争事件（WII）

日本軍vs和佬人・客家人

WのIII
日本統治初期の原住民族への征服戦争（WIII）

日本軍vs原住民族

WのIV
日中戦争

大陸での中華民国（CII）vs日本（JI）

WのV
太平洋戦争

日本内地人・和佬人・客家人・原住民族

WのVI

i
国共内戦（1947年～1949年）

共産党（CIII）vs国民党（CII）

ii
国共内戦（1949年以後）

中華人民共和国（CIII）vs外省人・和佬人・客家人・原住民族
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（
9
）
当
時
は
「
福
建
人
」「
広
東
人
」「
高
砂
族
」
と
分
類
さ
れ
、「
高
砂
族
」
は
さ
ら
に
七
族
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。

（
10
）
許
は
「
四
大
文
化
集
団
」
を
主
と
し
て
言
語
に
基
づ
き
「
マ
レ
ー
ポ
リ
ネ
シ
ア
語
系
」「
和
佬
語
系
」「
客
家
語
系
」「
北
京
語
系
」
に
分
類
し
て
い
る
。

（
11
）
王
雅
萍
氏
よ
り
客
家
研
究
セ
ン
タ
ー
の
統
計
数
字
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
12
）
阮
に
よ
る
書
籍
を
嚆
矢
と
し
て
、
こ
の
後
に
口
述
記
録
が
次
々
と
出
さ
れ
、
貴
重
な
歴
史
証
言
が
記
録
さ
れ
て
い
っ
た
。

（
13
）
詩
作
は
王
進
益
に
よ
る
。

（
14
）
詩
作
は
王
進
益
に
よ
る
。

（
15
）
蕭
（
二
〇
〇
一
）
三
九
八―

三
九
九
頁
。

（
16
）
前
注
、
六
三
二
頁
。

（
17
）
霧
社
事
件
と
は
、
一
九
三
〇
年
十
月
二
十
七
日
に
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ
を
指
導
者
と
し
て
タ
イ
ヤ
ル
族
が
蜂
起
し
、
霧
社
の
日
本
人
一
三
四
人
が
殺
害

さ
れ
た
事
件
。
日
本
は
徹
底
的
な
鎮
圧
を
決
行
し
、
蜂
起
側
の
死
者
は
六
四
四
人
に
の
ぼ
っ
た
。
日
本
は
蜂
起
側
の
集
落
と
敵
対
し
て
い
た
集
落
の
原
住

民
族
を
「
味
方
蕃
」
と
し
て
鎮
圧
に
利
用
し
、
蜂
起
側
の
生
存
者
・
投
降
者
を
「
味
方
蕃
」
に
襲
わ
せ
て
二
一
六
人
が
殺
さ
れ
る
「
第
二
霧
社
事
件
」
も

発
生
し
た
。
事
件
後
に
生
存
者
は
霧
社
か
ら
移
住
さ
せ
ら
れ
、
日
本
側
の
原
住
民
族
に
対
す
る
統
治
政
策
が
転
換
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
（
小
林
、
一

九
九
五
、
二
六
九―

二
七
一
）。

（
18
）
詩
作
は
黄
得
龍
に
よ
る
。

（
19
）
中
華
民
国
政
府
側
は
一
九
九
一
年
に
「
臨
時
動
員
戡
乱
条
例
」
を
廃
止
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
方
的
な
宣
言
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
側
の
承
認
は

得
て
い
な
い
。

【
参
考
文
献
】

《
日
本
語
文
献
》（
五
十
音
順
）

朝
日
新
聞
社
編
、
一
九
四
四
『
南
方
の
拠
点
・
台
湾
』
朝
日
新
聞
社

石
原
道
博
、
一
九
九
八
『
米
寿
記
念
石
原
道
博
選
集
』
国
書
刊
行
会

今
川
乱
魚
編
、
二
〇
〇
六
『
酔
牛
李
琢
玉
川
柳
句
集
』
新
葉
社

植
野
弘
子
、
一
九
九
五
「
二
・
二
八
事
件
」
笠
原
政
治
・
植
野
弘
子
編
『
台
湾
』
四
五
、
河
出
書
房
新
社

王
育
徳
、
一
九
七
〇
『
台
湾―

苦
悶
す
る
歴
史
』
弘
文
堂

対
し
て
容
易
に
答
え
の
出
せ
な
い
、
ま
た
容
易
に
誤
解
を
生
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
、
混
沌
と
し
た
現
象
を
生
み
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
注
】

（
1
）
た
だ
し
、『
中
国
人
の
日
本
人
観
一
〇
〇
年
』
で
は
中
国
と
い
う
枠
組
み
の
も
と
、
日
本
統
治
時
期
の
台
湾
に
お
け
る
お
お
よ
そ
の
反
植
民
経
験
を
論

じ
て
い
る
（
小
島
等
編
、
一
九
七
四
）。

（
2
）
シ
ー
ラ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
日
本
語
訳
書
『
ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
観―

ゆ
れ
動
く
大
衆
感
情
』
で
は
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
が
増
補
さ

れ
て
い
る
（
鈴
木
訳
、
一
九
八
六
）。

（
3
）
最
初
は
一
九
九
〇
年
一
月
に
京
都
の
国
際
日
本
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
「
世
界
に
お
け
る
日
本
研
究
の
知
識
社
会
学
的
研
究
」
共
同
研
究
会
に

お
い
て
筆
者
が
「
台
湾
に
お
け
る
日
本
研
究―

『
日
本
情
結
』
と
は
何
か
？
」
に
つ
い
て
発
表
し
て
か
ら
で
あ
る
。

（
4
）
二
二
八
事
件
と
は
、一
九
四
七
年
の
二
月
二
十
七
日
、闇
タ
バ
コ
取
り
締
ま
り
で
寡
婦
を
殴
り
流
血
さ
せ
た
こ
と
に
抗
議
し
た
群
衆
へ
取
締
官
が
発
砲
、

一
人
が
死
亡
。
翌
二
十
八
日
に
デ
モ
を
実
施
し
た
民
衆
に
対
し
て
機
関
銃
掃
射
が
行
わ
れ
、
多
数
の
死
傷
者
が
出
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
台
湾
各
地
で

外
省
人
へ
の
反
抗
や
商
店
へ
の
焼
き
討
ち
が
発
生
し
た
。
国
民
党
政
府
へ
の
不
満
が
噴
出
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
政
府
は
大
陸
か
ら
の
増
援
を
待
っ
て
決

起
を
武
力
鎮
圧
し
、
大
規
模
な
粛
正
に
よ
り
多
数
の
知
識
人
が
逮
捕
・
虐
殺
さ
れ
た
（
植
野
、
一
九
九
五
）。

（
5
）
中
華
民
国
の
来
台
後
、
最
初
に
出
版
さ
れ
た
台
湾
史
論
著
の
郭
廷
以
『
臺
灣
史
事
概
説
』
の
冒
頭
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
台
湾
は
中
国
の

不
可
分
の
一
部
分
で
あ
る
こ
と
は
…
絶
対
に
疑
い
の
な
い
こ
と
で
あ
る
」。
全
体
の
論
証
と
し
て
は
、
台
湾
は
太
古
の
昔
か
ら
中
国
文
化
の
影
響
を
受
け

て
き
た
、
と
い
う
主
旨
に
沿
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
四
五
年
十
月
二
十
五
日
「
台
湾
は
再
び
祖
国
の
懐
に
戻
っ
た
。（
中
略
）
こ
れ
は
台

湾
の
無
数
の
烈
士
が
屈
せ
ず
奮
闘
し
た
功
績
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
同
胞
が
抗
日
の
た
め
に
血
を
流
し
犠
牲
に
な
っ
た
功
績
で
あ
る
」（
郭
、
一
九
五
四
、

二
四
六
）。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
を
植
民
地
か
ら
解
放
し
た
の
は
中
華
民
国
と
日
本
に
よ
る
戦
争
の
功
績
だ
と
説
明
し
て
い
る
。

（
6
）
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
台
湾
で
は
、「
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
」
に
相
当
す
る
言
葉
と
し
て
「
族
群
」
と
い
う
言
葉
が
定
着
し
て
い
る
。

（
7
）
十
七
世
紀
に
は
、
少
数
の
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
台
湾
に
植
民
の
た
め
の
拠
点
を
築
い
た
が
、
島
全
体
に
人
口
が
拡
大
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ま
た
鄭
成
功
と
と
も
に
来
台
し
た
人
々
も
、
彼
ら
の
築
い
た
東
寧
王
国
の
崩
壊
後
は
、
ほ
と
ん
ど
が
中
国
大
陸
へ
と
戻
っ
た
。
現
在
の
住
民
に
繋
が
る
主

な
移
動
は
、
十
八
世
紀
前
半
の
清
朝
政
府
に
よ
る
開
拓
者
以
降
と
な
る
。

（
8
）「
ホ
ー
ロ
ー
」
の
漢
字
表
記
に
は
「
福
佬
」「
和
佬
」「
鶴
佬
」
な
ど
が
あ
り
、い
ま
だ
一
定
し
て
い
な
い
が
、本
稿
で
は
現
地
語
の
発
音
に
よ
り
近
い
「
和

佬
」
を
採
用
す
る
。
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若
林
正
丈
、
二
〇
〇
一
『
台
湾　
変
容
し
躊
躇
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
筑
摩
書
房

《
中
国
語
文
献
》（
画
数
順
）

王
雅
萍
、
二
〇
〇
八
「
13
所
大
学
的
原
住
民
中
心
」『
原
教
界
』
二
〇
、
二
〇―

二
九

中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
編
、
一
九
八
一
『
中
華
文
化
復
興
運
動
紀
要
』
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会

台
湾
総
督
官
房
臨
時
戸
口
調
査
部
編
、
一
九
九
二
『
民
国
四
年
第
二
次
臨
時
台
湾
戸
口
調
査
概
覧
表
』
捷
幼
出
版
社

石
暁
軍
、
一
九
九
二
『
中
日
両
国
相
互
認
識
的
変
遷
』
台
湾
商
務
印
書
館

阮
美
妹
、
一
九
九
二
『
幽
暗
角
落
的
泣
聲―

尋
訪
二
二
八
散
落
的
遺
族
』
前
衛
出
版
社

林
果
顕
、
二
〇
〇
五
『「
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
」
之
研
究
（
一
九
六
六―

一
九
七
五
）―

統
治
正
当
性
的
建
立
與
転
変
』
稲
郷
出
版
社

邱
貴
芬
、
二
〇
〇
三
『
後
殖
民
及
其
外
』
麦
田
出
版
社

胡
台
麗
、
一
九
九
〇
「
芋
仔
與
蕃
薯―

台
湾
「
栄
民
」
的
族
群
関
係
與
認
同
」『
中
央
研
究
院
民
族
学
研
究
所
集
刊
』
六
九
、
一
〇
七―

一
三
二

許
世
楷
、
一
九
九
一
『
台
湾
新
憲
法
論
』
前
衛
出
版
社

郭
廷
以
、
一
九
五
四
『
臺
灣
史
事
概
説
』
正
中
書
局

陳
芳
明
、
二
〇
〇
二
『
後
殖
民
台
湾―

文
学
史
論
及
其
周
辺
』
麦
田
出
版
社

陳
培
豊
、
二
〇
〇
八
「
従
三
重
演
歌
来
看
重
層
殖
民
下
台
湾
図
像―

重
組
「
類
似
」
凸
顕
「
差
異
」
再
創
自
我
」『
台
湾
史
研
究
』
一
五―

二

彭
明
輝
、
二
〇
〇
二
『
台
湾
史
学
的
中
国
纏
結
』
麥
田
出
版
社

楊
雨
亭
、
二
〇
〇
八
『
上
校
的
児
子―

外
省
人
、
你
要
去
哪
児
？
』
華
岩
出
版

盧
建
栄
、
二
〇
〇
三
『
台
湾
後
殖
民
国
族
認
同
一
九
五
〇―

二
〇
〇
〇
』
麦
田
出
版
社

蕭
新
煌
・
黄
世
明
、
二
〇
〇
一
『
台
湾
客
家
族
群
史
・
政
治
編
』
台
湾
省
文
献
会

顔
杏
如
、
二
〇
〇
八
「
流
転
的
故
郷
之
影―

殖
民
地
経
験
下
在
台
日
人
的
故
郷
意
識
、建
構
與
転
折
」
若
林
正
丈
等
編
『
跨
域
青
年
学
者
台
湾
史
研
究
論
集
』

稲
郷
出
版
社
、
一
七
三―

二
一
七

李
棟
明
、
一
九
七
〇
「
居
台
外
省
籍
人
口
之
組
成
與
分
佈
」『
台
北
文
献
』

《
英
語
文
献
》（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）

何
義
麟
、
二
〇
〇
三
『
二
・
二
八
事
件―

「
台
湾
人
」
形
成
の
エ
ス
ノ
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
』
東
京
大
学
出
版
会

柯
徳
三
、
二
〇
〇
五
『
母
国
は
日
本
、
祖
国
は
台
湾―

或
る
日
本
語
族
台
湾
人
の
告
白
』
桜
の
花
出
版

黄
英
哲
、
一
九
九
九
『
台
湾
文
化
再
構
築　
一
九
四
五
〜
一
九
四
七
の
光
と
影―

魯
迅
思
想
受
容
の
行
方
』
創
土
社

黄
智
慧
、
二
〇
〇
三
「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
都
市
の
非
情―

台
北
の
日
本
語
文
芸
活
動
に
つ
い
て
」
橋
爪
紳
也
編
『
ア
ジ
ア
都
市
文
化
学
の
可
能
性
』
一

一
五―
一
四
六
、
清
文
堂
出
版
社

黄
智
慧
、
二
〇
〇
六
ａ
「『
戦
後
』
台
湾
に
お
け
る
慰
霊
と
追
悼
の
課
題―

日
本
と
の
関
連
に
つ
い
て
」
国
際
宗
教
研
究
所
編
『
現
代
宗
教
二
〇
〇
六　

特
集
慰
霊
と
追
悼
』
五
一―

七
五
、
東
京
堂
出
版

黄
智
慧
、
二
〇
〇
六
ｂ
「
台
湾
に
お
け
る
『
日
本
文
化
論
』
に
見
ら
れ
る
対
日
観
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
七
一

小
島
晋
治
・
伊
東
昭
雄
等
編
、
一
九
七
四
『
中
国
人
の
日
本
人
観
一
〇
〇
年
』
自
由
国
民
社

小
林
岳
二
、
一
九
九
五
「
霧
社
事
件
」
笠
原
政
治
・
植
野
弘
子
編
『
台
湾
』
二
六
九―

二
七
一
、
河
出
書
房
新
社

蔡
焜
燦
、
二
〇
〇
一
『
台
湾
人
と
日
本
精
神
』
日
本
教
文
社

蔡
茂
豐
、
二
〇
〇
三
『
台
灣
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
史
的
研
究
（
一
八
九
五―

二
〇
〇
二
）』
大
新
書
局

司
馬
遼
太
郎
、
一
九
九
四
『
台
湾
紀
行
』
朝
日
新
聞
社

鈴
木
俊
、
一
九
四
八
『
中
国
の
日
本
論
』
潮
流
社

台
湾
総
督
府
警
務
局
理
蕃
課
編
、
一
九
四
二
『
理
蕃
の
友
』
一
二
五―

一
二
七
、
緑
蔭
書
房

土
田
滋
、
二
〇
〇
八
「
日
本
語
ベ
ー
ス
の
ク
レ
オ
ー
ル
」『
台
湾
原
住
民
研
究
』
十
二
、
一
五
九―

一
七
二

鄭
春
河
、
一
九
九
八
『
台
湾
人
元
志
願
兵
と
大
東
亜
戦
争
』
輾
転
社

鄭
大
均
、
一
九
九
八
『
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
韓
国
人
の
日
本
観
』
文
春
新
書

林
え
い
だ
い
、
一
九
九
八
『
証
言　
台
湾
高
砂
義
勇
隊
』
草
風
館

平
野
久
美
子
、
二
〇
〇
七
『
ト
オ
サ
ン
の
桜
』
小
学
館

宮
本
孝
、
二
〇
〇
四
『
な
ぜ
台
湾
が
こ
ん
な
に
懐
か
し
い
の
か
』
輾
転
社

山
口
一
郎
、
一
九
六
九
『
近
代
中
国
の
対
日
観
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

山
口
一
郎
、
一
九
七
〇
『
近
代
中
国
対
日
観
の
研
究
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

劉
翠
溶
、
二
〇
〇
三
「
台
湾
史
研
究
の
現
状
と
課
題
」
台
湾
史
研
究
部
会
編
『
台
湾
の
近
代
と
日
本
』
中
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
六
七―

七
八
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LO
O

M
B

A
, A

nia, 1998

（2004

）, C
olonialism

 / postcolonialism
, London; N

ew
 York: R

outledge.

（
ア
ー
ニ
ャ　
ル
ー
ン
バ
・
吉
原
ゆ
か
り
訳
、
二
〇
〇

一
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
理
論
入
門
』
松
柏
社
）

JO
H

N
SO

N
, Sheila K

. 1975  Am
erican Attitudes Tow

ard Japan , 1941 -1975 , W
ashington: A

m
erican Enterprise Institute.

（
シ
ー
ラ　
ジ
ョ
ン
ソ
ン
・

鈴
木
健
次
訳
、
一
九
八
六
『
ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
観―

ゆ
れ
動
く
大
衆
感
情
』
サ
イ
マ
ル
出
版
会
）

W
H

ITIN
G

, A
llen S. 1989  C

hina Eyes Japan , B
erkeley: U

niversity of C
alifornia Press.（
ア
レ
ン　
Ｓ・
ホ
ワ
イ
テ
ィ
ン
グ・岡
部
達
味
訳
、一
九
九
三『
中

国
人
の
日
本
観
』
岩
波
書
店

【
後
記
】

　
本
稿
は
、
筆
者
の
中
国
語
論
文
を
元
に
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
日
本
語
へ
訳
出
し
た
も
の
で
あ 

る
。
訳
に
際
し
て
は
、
鈴
木
洋
平
・
森
田
健
嗣
両
氏
に
は

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
、
記
し
て
感
謝
す
る
。
原
文
（
中
国
語
論
文
）
は
黄
智
慧
「
台
湾
的
日　
本
観
解
析
（
一
九
八
七―

）
：
族
群
與

歴
史
交
錯
下
的
複
雑
系
統
現
象
」『
思
想
』
第
十
四
期
（
台
北
：
聯
経
出
版
、
二
〇
一
〇
年
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、 

本
稿
の
初
出
は
『
日
本
民

俗
学
』第
二
五
九
号
で
あ
り
、本
書
掲
載
に
あ
た
り
大
幅
に
加
筆
修
正
を
加
え
て
い
る
。
転
載
許
可
を
下
さ
っ
た
日
本
民
俗
学
会
に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。




